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決 算 特 別 委 員 会 会 議 録  

 

Ⅰ  日  時  令 和 ６ 年 1 1月 2 8日 （ 木 ）  

午 後 ２ 時 2 9分 開 会  

午 後 ２ 時 4 0分 閉 会  

Ⅱ  場  所  大 会 議 室  

Ⅲ  出 席 委 員  

委  員  長       五 十 嵐  務  

副 委 員 長       奥 野  詠 子  

理   事       川 上   浩  

  〃        八 嶋  浩 久  

  〃        澤 﨑   豊  

  〃        針 山  健 史  

  〃        安 達  孝 彦  

委   員       佐 藤  則 寿  

〃        尾 山 謙 二 郎  

〃        光 澤  智 樹  

〃        大 井  陽 司  

〃        嶋 川  武 秀  

〃        寺 口  智 之  

〃        鍋 嶋 慎 一 郎  

〃        瀧 田  孝 吉  

〃        立 村  好 司  

〃        谷 村  一 成  

      〃        庄 司  昌 弘  

      〃        大 門  良 輔  

      〃        瀬 川  侑 希  

      〃        藤 井  大 輔  

      〃        種 部  恭 子  

  〃        岡 﨑  信 也  
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    委   員   〃    川 島   国  

      〃        井 加 田 ま り  

      〃        永 森  直 人  

      〃        瘧 師 富 士 夫  

      〃        筱 岡  貞 郎  

      〃        火 爪  弘 子  

      〃        宮 本  光 明  

      〃        中 川  忠 昭  

      〃        鹿 熊  正 一  

      〃        菅 沢  裕 明  

      〃        米 原   蕃  

Ⅳ  会 議 に 付 し た 事 件  

１  付 託 案 件 の 審 査 に つ い て  

２  そ の 他  

Ⅴ  議 事 の 経 過 概 要  

１  付 託 案 件 の 審 査 に つ い て  

 委 員 長 か ら 、 決 算 特 別 委 員 会 審 査 報 告 書 （ 案 ） の

要 望 指 摘 事 項 「 ( 1 )  能 登 半 島 地 震 に よ る 被 害 か ら の

復 旧 ・ 復 興 の 促 進 に つ い て 」 に お い て 、 1 1 月 1 5 日 開

催 の 決 算 特 別 委 員 会 で の 意 見 を 踏 ま え 一 部 修 正 し た

と の 報 告 が あ り 、 異 議 な く 了 承 さ れ た 。  

 ま た 、 火 爪 委 員 か ら 、 議 案 第 1 2 1号 令 和 ５ 年 度 富 山

県 歳 入 歳 出 決 算 認 定 の 件 及 び 議 案 第 1 2 4 号 令 和 ５ 年 度

富 山 県 工 業 用 水 道 事 業 会 計 利 益 の 処 分 及 び 決 算 認 定

の 件 に つ い て 、 反 対 の 意 見 表 明 が あ っ た 後 、 付 託 案

件 に つ い て 採 決 が 行 わ れ た 。  

 議 案 第 1 2 1 号 令 和 ５ 年 度 富 山 県 歳 入 歳 出 決 算 認 定 の

件 に つ い て は 、 挙 手 多 数 に よ り 、 原 案 の と お り 認 定

す べ き も の と 決 し た 。  

 議 案 第 1 2 4号 令 和 ５ 年 度 富 山 県 工 業 用 水 道 事 業 会 計  

利 益 の 処 分 及 び 決 算 認 定 の 件 に つ い て は 、 挙 手 多 数

に よ り 、 原 案 の と お り 可 決 及 び 認 定 す べ き も の と 決
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し た 。  

 議 案 第 1 2 2 号 令 和 ５ 年 度 富 山 県 電 気 事 業 会 計 決 算 認

定 の 件 、 議 案 第 1 2 5 号 令 和 ５ 年 度 富 山 県 地 域 開 発 事 業

会 計 決 算 認 定 の 件 及 び 議 案 第 1 2 6 号 令 和 ５ 年 度 富 山 県

病 院 事 業 会 計 決 算 認 定 の 件 に つ い て は 、 異 議 な く 、

原 案 の と お り 認 定 す べ き も の と 決 し た 。  

 議 案 第 1 2 3 号 令 和 ５ 年 度 富 山 県 水 道 事 業 会 計 利 益 の

処 分 及 び 決 算 認 定 の 件 並 び に 議 案 第 1 2 7 号 令 和 ５ 年 度

富 山 県 流 域 下 水 道 事 業 会 計 利 益 の 処 分 及 び 決 算 認 定

の 件 に つ い て は 、 異 議 な く 、 原 案 の と お り 可 決 及 び

認 定 す べ き も の と 決 し た 。  

 な お 、 委 員 長 か ら 、 ① 決 算 特 別 委 員 会 審 査 報 告 書

は 定 例 会 最 終 日 に 配 付 し 、 審 査 概 要 を 報 告 す る 、 ②

報 告 の 文 案 に つ い て は 一 任 願 い た い と の 発 言 が あ っ

た 。  

（ 発 言 の 内 容 ）  

火 爪 委 員  ７ つ の 認 定 案 件 議 案 の 中 か ら 、 日 本 共 産 党 は

議 案 第 1 2 1号 令 和 ５ 年 度 富 山 県 歳 入 歳 出 決 算 認 定 の 件 と 、

議 案 第 1 2 4号 令 和 ５ 年 度 富 山 県 工 業 用 水 道 事 業 会 計 利 益

の 処 分 及 び 決 算 認 定 の 件 の ２ 案 に 反 対 、 不 認 定 と い た

し ま す の で 、 一 言 だ け 理 由 を 申 し 上 げ て お き た い と 思

い ま す 。  

 予 算 の 議 論 の と き に い ろ い ろ 申 し 上 げ ま し た が 、 決

算 の 認 定 案 件 で 反 対 す る 理 由 と し て ５ 点 、 挙 げ て お き

た い と 思 い ま す 。  

 ま ず 民 生 費 の 少 な さ で あ り ま す 。 我 が 党 は 、 消 費 税

が 1 0 ％ に 引 き 上 げ ら れ 、 社 会 保 障 財 源 に 限 定 を す る と

言 わ れ て い た に も か か わ ら ず 、 そ の 後 民 生 費 が 増 額 を

さ れ て い な い こ と に つ い て は 異 論 を 述 べ て ま い り ま し

た 。  

 今 回 の 決 算 額 は 5 1 9億 4 9 百 万 円 で 、 予 算 の と き よ り も

さ ら に 構 成 比 は 減 り ま し て 8 . 3％ 、 昨 年 度 決 算 よ り も 2 1
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億 円 減 っ て お り ま す 。 本 会 議 で さ ら に 理 由 は 申 し 上 げ

ま す 。  

 ２ 点 目 は Ｐ Ｆ Ｉ 事 業 で あ り ま す 。 民 間 を 使 っ て よ り

高 い サ ー ビ ス 、 よ り 安 い 経 費 で と い う の は 必 ず し も そ

う な っ て い な い と い う 全 国 の 事 例 も 挙 げ な が ら 、 反 対

の 立 場 を と っ て ま い り ま し た 。  

 そ の 後 、 武 道 館 や 富 山 テ ク ノ ド ー ム 別 館 、 警 察 署 に

つ い て は 、 Ｐ Ｆ Ｉ 手 法 が 採 用 さ れ な か っ た こ と を 歓 迎

を し て お り ま す け れ ど も 、 今 回 の 決 算 の 中 に 新 川 こ ど

も 施 設 の 事 業 者 選 定 経 費 2 , 6 5 8万 円 が 入 っ て お り ま し た

の で 、 不 同 意 と い た し ま す 。  

 ３ つ 目 は 、 富 山 市 中 心 市 街 地 再 開 発 事 業 、 ３ か 所 の

再 開 発 2 8 億 円 の う ち 、 今 年 度 1 億 5 , 9 0 0 万 円 と い う こ と

に な っ て お り ま す 。 先 日 の 報 道 で も 、 タ ワ ー マ ン シ ョ

ン 偏 重 の 中 心 市 街 地 再 開 発 事 業 に 対 す る 反 対 の 声 が 全

国 で 上 が っ て い る と 報 道 さ れ て お り ま し た 。  

 ４ つ 目 は マ イ ナ ン バ ー カ ー ド の 取 得 経 費 5 0 万 6 , 0 0 0円

で す 。 マ イ ナ 保 険 証 の 登 録 を 県 が 乗 り 込 ん で や る と い

う こ と に 使 わ れ た お 金 で あ り ま す け れ ど も 、 い ろ い ろ

や っ て 、 ば ら ま き も 補 助 し て 、 マ イ ナ 保 険 証 の 取 得 を

促 進 さ せ て き た け れ ど も 、 実 際 に 病 院 の 窓 口 で 使 っ て

い る の は 、 富 山 県 は 高 い と 言 え ど も ２ 割 で あ り ま す 。

大 き な 問 題 を 抱 え て い る と 思 っ て い ま す 。  

 最 後 は 利 賀 ダ ム の 2 7億 9 , 6 1 8万 円 で す 。  

 我 が 党 の 主 張 な ど も 受 け ま し て 、 地 す べ り 対 策 は か

な り 追 加 さ れ ま し た が 、 ま だ 危 険 で あ る と い う こ と と 、

何 よ り も 、 ダ ム に よ ら な い 治 水 、 御 母 衣 ダ ム な ど の 活

用 、 よ り 有 効 な 方 策 が あ っ た に も か か わ ら ず 強 行 を さ

れ た と い う こ と で あ り ま す 。  

 も う １ 議 案 の 工 業 用 水 道 事 業 会 計 決 算 に つ い て は 、

利 賀 ダ ム 建 設 費 負 担 金 で す 。 水 量 が 余 っ て い る の に 、

さ ら に 利 賀 ダ ム で 給 水 を す る 必 要 は な い と い う 立 場 か
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ら 、 反 対 の 態 度 を こ れ ま で も と っ て ま い り ま し た 。  

 以 上 、 理 由 と い た し た い と 思 い ま す 。  

 


